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労働基樹子政システムの運用における留意事項にっし、て

労働基樹子政システム(以下「基準システム」という。)fこ係る機械処理手ヲIfこついては、平成

21年6月22日付け基発第 0622003号にて通知しておりますが、機械処理手引で示した手順を

遵守しないことに起因する不具合事象がヘルプデ、スクあて多く寄せられることから、今後の発生

を防止するため、 Thinクライアントの操作について特に留意頂きたいことを別添のとおりまとめ

ましたので、貴局関係職員へ周知していただくようお願いし、たします。

要点

1.基準システムにログオンする際は、ドメイン欄にrKRDNJと入力する。

2.同一ユーザが複数の Thinクライアントに同時にログオンすることはできない。

3.業務を中断する際は、「切断」の機能が使用できる。「切断」状態から業務を

再開する際は、ドメイン欄にrKRDNJが入力されていることを確認する。

4.ログオフする際は、キーボードのrWindowsJキーを使用せず、デ、スクトップ画

面左下の「スタート」をクリックするo

5.業務を終了する場合、必ずログオフしてからシャットタ万ンする。

6.強制的にシャットダウンした場合は5分間待ってから再度ログオンする。



別添

1. Tlllnクライアントの状態(画面)の遷移

Thinクライアントの状態(画面)の遷移は下図のとおりです。

官官1クライアントは、電源を入れることで起動し、 rTCS未接続」の状態になります。その後ロ

グオンすることでrTCS接続jの状態になります。 TCS按続の状態では、T凶1クライアントはネッ

トワークをとおしてセンタサーバ(ThinClient Server=TCS)と接続され、基準システムが利用可

能となります。

T凶クライアントの雷原を切る場合は、ログ、オフ又は切断の操作を行うことにより TCS未接続

の状態に戻してからシャットダ、ウンの操作を行います。

電源OFFの状態

翻 ONι すシャットダウン

デ?スクトップ画面にrTCS接続」ア不コンが

表示されます。
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職員ポータノレが表示され、基準システムが

利用可能な状態です。



2.ログオンについて

Thinクライアントで基準システムへログオンする際は、 iTCS接続」アイコンをダブツレクリック

し、ユーザ名及びパスワードに加え、ドメイン欄に必ずiKRDNJを入力してください。(機械処

理手引 概要・共通編 2.1-1参照)

iKRDNJが入力されていなし、場合、「同時接続可能なコネク泊ン数の上限に達しまし

た。 Jのメッセージが表示され、ログオンできないことがあります。

3 同一ユーザによる同時ログオン不可について

同一のユーザが複数の T凶1クライアントから同時にログオンしようとした場合、「同日割安続

可能なコネクション数の上限に達しました。」のメッセージが表示され、ログオンできません。

4.業務の一時中断(i切断」の機能)について

基準システムでは業務を一時中断する際、「切断」の機能を使用することができます。「切

断Jと「ログオフJの違いについては、機械処理手引をご参照ください(機械処理手引概要・

共通編 2.5-2参照)。業務を再開する際は、 iTCS接蜘アイコンをダブルクリックし、ユーザ

名及びパスワードに加え、ドメイン欄にiKRDNJが入力されていることを確認してからiOKJボ

タンを押下して下さい。

このとき、ドメイン欄にiKRDNJが入力されていないと、「同時接続可能なコネク泊ン数の

上限に達しました。 Jのメッセージが表示され、ログオンできません。

最初のログオン時にドメイン欄に

iKRDNJを入力している場合、ここでは

初めからiKRDNJが表示されます。



5.ログオフについて

TCS接続の状態からログオフする場合、デスクトップ画面左下の「スタートlをクリックし、「ロ

グオフjを選択してください。「スタート」メニューを表示させるにあたり、「WindowsJキーは使

用しないでください(機械処理手引概要・共通編 2.5-1参照)。
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iWindowsJキーを押下した時に表示される「スタート」メニューは、 TCS接続時の「スタートJ

メニューではなく、 TCS未接続時の「スタート」メニューです。こちらからログオフすると、基準

システムはログオフできず、再ログ、オンした際に「同時接続可能なコネクション数の上限に達

しました。 Jのメッセージが表示され、ログオンできなくなる原因となります。

※iCtr1+刈t+DeleteJキーを同時に押下した際に表示される以下の画面からのログ、オフも

iWindowsJキーを押下した時と同様のため、使用しないでください。

6.シャットダウンについて

iWindowsのセキュリティJ画

面の「ログオフ」

基準システムからログオフ後、「スタート」メニューをクリックし、シャットダウンしてください。こ

れにより、T凶1クライアントの電源が切れます(機械処理手引概要・共通編 2.5-3参照)。

7. T凶1クライアントのコンセント抜け等の対応について

基準システムにログオン中に、(1)コンセントが抜けた、ω強制的に電源を OFFにした、 (3)
「Windowslキ-(こよりログオフ又はシャットグFウンした場合は、 5分経ってから再ログオンしてく

主邑JL
上記の場合、センタサーバにおいて、Thinクライアントが強制的に電源 OFFされたこと等

を検知するまでに 5分程度必要であり、この間に再ログオンを試みると、「同時接続可能なコ

ネク泊ン数の上限に達しました。 Jのメッセージが表示され、ログオンすることができません。

(例):ワード使用中に画面がフリーズしたため強制的に電源をOFFにした。この場合、T凶クラ

イアントの電源はOFFになっているが、センタサーバ側で電源が OFFになったことを直ぐに

は検知できないため、この間に再ログ、インを試みると「同時後続可能なコネクション数の上限

に達しました。 Jのメッセージが表示され、再ログ、オンすることができない。

なお、 T凶1クライアントを早急に利用できる状態に復帰する必要がある場合に限り、ヘルプ

デスクにて復旧作業を行いますので連絡をお願いします。


